
(57)【要約】

【課題】　液晶表示装置を大画面化した場合の蓄積容量

線の負荷容量増大や、液晶表示装置の表示容量増加に伴

い走査時間が短くなる場合にも、蓄積容量線駆動回路の

動作応答を改善でき、低消費電力、高速応答、かつ狭額

縁で安価な液晶表示装置を提供する。

【解決手段】　蓄積容量線駆動回路１は、補償電圧Vel

がそのドレイン電極に印加され、補償電圧が反転されて

そのゲート電極に印加されるトランジスタ２ａと、補償

電圧Velがそのドレイン電極に印加され、トランジスタ

２ａのソース電極の出力電圧が反転されそのゲート電極

に印加されるトランジスタ２ｂと、トランジスタ２ｂの

ゲート電極とソース電極との間に設けられる容量３と、

補償電圧Vehが印加され、入力される制御信号に従って

蓄積容量線に印加する補償電圧の出力を制御するトラン

ジスタ２ｃとを備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 信 号 線 と 複 数 の 走 査 線 の 各 交 差 部 に お け る 画 素 毎 に 設 け ら れ た 画 素 駆 動 用 の ス イ
ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 お よ び 蓄 積 容 量 と 、 各 走 査
線 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 前 記 画 素 電 極 に 前 記 蓄 積 容 量 を 介 し て 接 続 さ れ る 蓄 積 容 量 線 と 、
前 記 蓄 積 容 量 線 に 補 償 電 圧 を 印 加 す る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 は 、
　 ド レ イ ン 電 極 お よ び ゲ ー ト 電 極 が 補 償 電 圧 源 に 接 続 さ れ る 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 が ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が 前 記 補
償 電 圧 源 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 が 前 記 蓄 積 容 量 線 に 接 続 さ れ る 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 蓄 積 容 量 線 が 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 容 量 を 介 し て 接 続 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 図 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 を 駆 動 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ （ ｎ チ ャ ネ ル の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ ） の ド レ イ ン 端 子 に は 、 蓄 積 容 量 ５ ２ と 液 晶 層 ５ ３ が 接 続 さ れ 、 蓄 積 容 量 ５ ２ と 液 晶 層
５ ３ の 他 方 の 端 子 は 、 液 晶 層 ５ ３ の 画 素 電 極 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向 電 極 （ 図 示 せ ず ）
に つ な が る 共 通 電 極 線 ５ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 走 査 線 駆 動 回 路 ５ ７ は 、 走 査 線 ５ ５ に ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ を Ｏ Ｎ さ せ る 駆 動 電 圧 を 出
力 し 、 信 号 線 駆 動 回 路 ５ ８ は 信 号 線 ５ ４ に 画 像 信 号 に 応 じ た 電 圧 を 出 力 す る 。 な お 、 こ こ
で い う 画 素 と は 、 液 晶 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 画 像 の 最 小 構 成 単 位 の こ と を い う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 走 査 線 駆 動 回 路 ５ ７ が 走 査 線 ５ ５ を 図 ５ の 上 段 か ら 順 に 走 査 し て 、 同 一 の 走 査 線 に つ な
が る 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ を Ｏ Ｎ さ せ る 駆 動 電 圧 を 走 査 線 ５ ５ に 印 加 し 、 信 号 線 駆
動 回 路 ５ ８ が 画 像 信 号 に 応 じ た 電 圧 を 信 号 線 ５ ４ に 印 加 す る こ と に よ っ て 、 ス イ ッ チ ン グ
素 子 ５ １ を 介 し て 蓄 積 容 量 ５ ２ と 液 晶 層 ５ ３ を 所 望 の 電 圧 に 充 電 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 走 査 線 駆 動 回 路 ５ ７ が 走 査 線 ５ ５ に 同 一 の 走 査 線 上 の 各 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ を
Ｏ Ｆ Ｆ さ せ る 駆 動 電 圧 を 印 加 す る と 、 蓄 積 容 量 ５ ２ 、 液 晶 層 ５ ３ に 印 加 さ れ た 電 圧 は 次 の
走 査 が 行 わ れ る ま で 保 持 さ れ る 。 こ の よ う に 走 査 線 ５ ５ を 順 次 駆 動 す る こ と に よ っ て 画 面
全 体 の 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ６ は 、 １ つ の 表 示 素 子 の 電 気 的 な 等 価 回 路 を 示 す 図 で あ る 。 表 示 素 子 は 、 走 査 線 ５ ５
、 信 号 線 ５ ４ の 交 差 部 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が 設 け ら れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ の ド レ
イ ン 端 子 に は 画 素 電 極 ５ ９ 、 容 量 値 が Cstの 蓄 積 容 量 ５ ２ 、 容 量 値 が Clcの 液 晶 層 ５ ３ が 接
続 さ れ 、 そ れ ぞ れ 共 通 電 極 線 ５ ６ を 介 し て 対 向 電 極 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ン グ 素
子 ５ １ の ゲ ー ト － ド レ イ ン 間 に は 容 量 値 が Cgdの 寄 生 容 量 ６ ０ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す 表 示 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 を １ フ レ ー ム 反 転 駆 動 方
式 で 駆 動 し た 場 合 の 駆 動 波 形 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 Ａ は 走 査 線 駆 動 回 路 ５ ７ か
ら 走 査 線 に 伝 達 さ れ る 走 査 信 号 Vg、 Ｂ は 信 号 線 駆 動 回 路 ５ ８ か ら 信 号 線 に 伝 達 さ れ る 画 像
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信 号 Vs、 Ｃ は 画 素 電 極 ５ ９ の 電 位 、 Ｅ は 画 像 信 号 の 中 心 値 Vsigcを そ れ ぞ れ 示 す 。 図 ７ に
お い て 、 Vghは 走 査 信 号 Vgの High電 位 、 Vglは 走 査 信 号 Vgの Low電 位 で あ る 。 ま た 、 Vshは 画
像 信 号 Vsの High電 位 、 Vslは 画 像 信 号 Vsの Low電 位 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 画 素 電 極 ５ ９ に は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が Ｏ Ｎ の 時 に 、 画 像 信 号 Vsが 書 き 込 ま れ
る 。 と こ ろ が 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が Ｏ Ｆ Ｆ に な る と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ の ゲ ー ト
－ ド レ イ ン 間 に 存 在 す る 寄 生 容 量 ６ ０ に よ り 、 Ｄ に 示 す よ う に 画 素 電 極 電 位 Ｃ に 突 き 抜 け
電 圧 Δ Ｖ が 生 じ 、 画 素 電 極 ５ ９ と そ の 対 向 す る 電 極 と の 間 に 直 流 電 圧 成 分 が 印 加 さ れ て し
ま う 。 突 き 抜 け 電 圧 Δ Ｖ は 、 次 式 で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Δ Ｖ = (Vgh - Vgl) ×  Cgd / Ctot
こ こ で 、 Ctot = Cgd + Cst + Clcで あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 突 き 抜 け 電 圧 Δ Ｖ を 無 視 し て 、 対 向 電 極 電 位 Vcomを 画 像 信 号 の 中 心 値 Vsigcに 設 定
し て し ま う と 、 交 流 駆 動 し て い る 液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 に つ い て 高 電 位 側 と 低 電 位 側 で 電
位 差 が 生 じ 、 ち ら つ き （ フ リ ッ カ ー ） や 焼 付 け が 生 じ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 般 的 に は 、 突 き 抜 け 電 圧 Δ Ｖ を 補 償 す る た め 、 対 向 電 極 電 位 Vcomを 、 画 像 信 号 の 中 心
値 － 突 き 抜 け 電 圧 （ ＝ Vsigc－ Δ Ｖ ） に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 液 晶 層 に 直 流 電 圧 成 分 が
印 加 さ れ る こ と を 防 ぐ 。 し か し な が ら 、 こ の 突 き 抜 け 電 圧 Δ Ｖ は 、 液 晶 材 料 に 誘 電 率 異 方
性 が あ る た め 白 か ら 黒 ま で の 全 範 囲 で 均 一 に 補 償 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ の ゲ ー ト － ド レ イ ン 間 に 存 在 す る 寄 生 容 量 ６ ０ に よ る
突 き 抜 け 電 圧 を 効 果 的 に 補 償 す る 駆 動 方 法 と し て 、 容 量 結 合 駆 動 方 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 近 年 、 開 発 と 商 品 化 が 活 発 に 行 わ れ て い る 液 晶 テ レ ビ 用 あ る い は 動 画 デ ー タ を 取
り 扱 う マ ル チ メ デ ィ ア 機 能 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ 用 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 動 画 表 示
に 対 応 す る た め の 高 速 応 答 性 が 強 く 求 め ら れ て い る 。 液 晶 を 高 速 応 答 さ せ る 方 法 と し て は
、 画 像 信 号 に オ ー バ ー ド ラ イ ブ 電 圧 を 重 畳 さ せ る 方 法 が 知 ら れ て い る が 、 表 示 す る 動 画 デ
ー タ に リ ア ル タ イ ム に 対 応 す る た め の ラ イ ン メ モ リ や 複 雑 な 演 算 処 理 な ど を 必 要 と す る た
め 、 高 コ ス ト 化 を 招 く 原 因 と な る 。 そ の た め 、 高 速 応 答 が 必 要 と さ れ る 液 晶 表 示 装 置 に は
、 安 価 な 構 成 で 高 速 応 答 が 得 ら れ る と い う 点 か ら も 、 容 量 結 合 駆 動 方 法 が 広 く 用 い ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 容 量 結 合 駆 動 方 式 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 容 量 結
合 駆 動 方 式 で は 、 蓄 積 容 量 ５ ２ を 共 通 電 極 線 に 接 続 せ ず 、 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 接 続 し た 構 成
と な っ て お り 、 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 ６ １ に よ っ て 、 突 き 抜 け 電 圧 を 補 償 す る た め の 電 圧 パ
ル ス （ 補 償 電 圧 ） が 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 ９ 、 図 １ ０ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 、 容 量 結 合 駆 動 方 式 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ９ の 電 圧 波 形 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で は 、 各 走 査 線 ５ ５ に つ い て 図 ８ の 最 上 段 か
ら 数 え て ｎ 段 目 （ ｎ は 正 の 整 数 ） の 走 査 線 ５ ５ に お け る 走 査 信 号 電 圧 を Vg(n)、 ｎ 段 目 の
蓄 積 容 量 線 ６ ２ に お け る 補 償 電 圧 を Vcs(n)で 示 し て い る 。 図 ９ は 、 一 例 と し て ｎ － １ 段 目
か ら ｎ ＋ １ 段 目 ま で の 走 査 線 ５ ５ に つ い て 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 走 査 信 号 電 圧 Vg(n-1)～ Vg(n+1)に お い て 、 Vgh、 Vglは 、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５
１ を Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ さ せ る 電 圧 で あ る 。 あ る 走 査 線 ５ ５ に ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ を Ｏ Ｎ さ せ
る 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ 、 画 像 信 号 が ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ を 介 し て 画 素 電 極 ５ ９ に 書 き 込
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ま れ 、 一 定 期 間 が 経 過 し て 画 素 電 極 ５ ９ の 充 電 が 完 了 し 、 走 査 線 ５ ５ に Ｏ Ｆ Ｆ さ せ る 駆 動
電 圧 が 印 加 さ れ た と こ ろ で 、 同 様 に し て 次 段 の 走 査 線 ５ ５ に 走 査 信 号 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
ま た 、 各 走 査 線 ５ ５ で は １ フ レ ー ム 毎 に １ 回 だ け 各 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ を Ｏ Ｎ さ せ る 駆
動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 こ の よ う に 、 各 走 査 線 ５ ５ に は 上 段 か ら 順 次 走 査 信 号 電 圧 が 印 加 さ
れ て い く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 補 償 電 圧 Vcs(n-1)～ Vcs(n+2)に お い て 、 Veh、 Vel、 Vecは 、 そ れ ぞ れ 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に
印 加 す る 正 極 性 の 第 １ 補 償 電 圧 、 負 極 性 の 第 ２ 補 償 電 圧 、 第 １ 補 償 電 圧 と 第 ２ 補 償 電 圧 の
中 間 電 位 の 第 ３ 補 償 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 段 に お い て 、 第 １ 補 償 電 圧 Veh、 第 ２ 補 償 電 圧 Velは 、 走 査 線 ５ ５ に ス イ ッ チ ン グ 素 子
５ １ を Ｏ Ｎ さ せ る 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 前 に 、 走 査 線 ５ ５ に 対 応 す る 蓄 積 容 量 線 ６ ２ と こ
の 走 査 線 ５ ５ に 隣 接 す る 別 の 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 互 い 違 い に 印 加 さ れ る 。 た だ し 、 こ の 段 階
で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ は 導 通 し て い な い の で 補 償 電 圧 は 画 素 電 極 ５ ９ に 重 畳 さ れ な
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が 導 通 し て 画 素 電 極 ５ ９ へ 所 望 の 電 位 の 充 電 が 完 了 す る
期 間 が 経 過 し た 後 は 、 そ の 画 素 電 極 ５ ９ に 蓄 積 容 量 ５ ２ を 介 し て 接 続 さ れ た 蓄 積 容 量 線 ６
２ に 第 ３ 補 償 電 圧 Vecが 印 加 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 第 １ 補 償 電 圧 Vehか ら 第 ３ 補 償 電 圧
Vecへ 変 化 す る と き の 電 位 差 、 あ る い は 第 ２ 補 償 電 圧 Velか ら 第 ３ 補 償 電 圧 Vecへ 変 化 す る
と き の 電 位 差 が 画 素 電 極 ５ ９ の 電 位 に 重 畳 さ れ る 。 ま た 、 同 一 の 走 査 線 ５ ５ に は 、 液 晶 の
交 流 駆 動 の た め に １ フ レ ー ム 毎 に 反 転 す る 画 像 信 号 電 圧 Vsの 極 性 に 同 期 さ せ て 、 第 １ 補 償
電 圧 Vehと 第 ２ 補 償 電 圧 Velが 入 れ 替 え て 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 補 償 電 圧 を 画 素 電 極 ５ ９ に 印 加 す る こ と に よ っ て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ の
ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 間 の 寄 生 容 量 ６ ０ に 起 因 す る 電 圧 降 下 を 解 消 し 、 画 素 電 極 電 位 の 突 き 抜
け 電 圧 の 発 生 を 防 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 画 像 信 号 電 圧 Vsの 電 位 中 心 と 対 向 電 極 の 電 位 Vc
omを 同 電 位 に 設 定 し て も 、 フ リ ッ カ ー は 生 じ な く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 画 素 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が オ フ 状 態 と な っ た 時 の 各 画 素 の
液 晶 に 印 加 さ れ る 液 晶 印 加 電 圧 Vlcは 、
　 Vlc (+) = Vs - Vcom + [Cst ×  (Vec - Vel) - Cgd ×  (Vgh - Vgl)] / (Cst + Clc +
 Cgd)
ま た は 、
　 Vlc (-) = Vs - Vcom - [Cst ×  (Veh - Vec) + Cgd ×  (Vgh - Vgl)] / (Cst + Clc +
 Cgd)
で 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 Cstは 蓄 積 容 量 ５ ２ の 容 量 値 、 Cgdは ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ の ゲ ー ト － ド レ イ ン
間 に 存 在 す る 寄 生 容 量 ６ ０ の 容 量 値 、 Clcは 液 晶 層 ５ ３ の 容 量 値 で あ る 。 液 晶 印 加 電 圧 Vlc
は 、 画 像 信 号 電 圧 Vsの １ フ レ ー ム 毎 の 極 性 反 転 に 対 し て 正 又 は 負 の ２ 種 類 の 電 圧 と な る 。
そ の た め 、 対 向 電 極 の 電 圧 Vcomに 対 し て 正 側 を Vlc(+)、 負 側 を Vlc(-)と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 Vlc(+)と Vlc(-)の 実 効 値 が 等 し く な る よ う に 、 第 １ 補 償 電 圧 Vehと 第 ２ 補 償 電
圧 Velを 設 定 す る こ と で 、 液 晶 を 交 流 駆 動 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 第 ３ 補 償 電 圧 Vec
を 大 き く す る と 、 第 ３ 補 償 電 圧 Vecと 第 １ 補 償 電 圧 Vehの 電 位 差 が 小 さ く な り 、 第 ３ 補 償 電
圧 Vecと 第 ２ 補 償 電 圧 Velの 電 位 差 が 大 き く な る と い う よ う に 調 節 が 可 能 で あ る の で 、 ス イ
ッ チ ン グ 素 子 １ の ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 間 の 寄 生 容 量 ６ ０ に 起 因 し て 生 じ る 直 流 成 分 を 除 去 で
き る 適 切 な 値 と な る よ う に 、 第 ３ 補 償 電 圧 Vecの 値 を 調 節 し 効 果 的 に フ リ ッ カ ー を 除 去 す
る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 印 加 す る 補 償 電 圧 の 別 の 形 態 に つ い て 図 １ ０ の タ イ ミ ン グ チ ャ
ー ト を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ の 電 圧 波 形 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で は 、 補 償 電 圧 Vcs(n-1)～ Vcs(n+2)に つ い
て 、 Veh、 Velは 、 そ れ ぞ れ 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 印 加 さ れ る 正 極 性 の 第 ４ 補 償 電 圧 、 負 極 性 の
第 ５ 補 償 電 圧 で あ る 。 走 査 信 号 電 圧 Vg(n-1)～ Vg(n+2)に つ い て は 、 図 ９ を 用 い て 説 明 し た
も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 各 段 に お い て 、 第 ４ 補 償 電 圧 Veh、 第 ５ 補 償 電 圧 Velは 、 走 査 線 ５ ５ に Ｏ Ｎ さ せ る 駆 動 電
圧 が 印 加 さ れ る 前 に 、 そ の 走 査 線 ５ ５ に 対 応 す る 蓄 積 容 量 線 ６ ２ と こ の 走 査 線 ５ ５ に 隣 接
す る 別 の 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 、 第 ４ 補 償 電 圧 Vehと 第 ５ 補 償 電 圧 Velが 互 い 違 い と な る よ う に
印 加 さ れ る 。 た だ し 、 こ の 段 階 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ は 導 通 し て い な い の で 各 補 償
電 圧 が 画 素 電 極 ５ ９ に 重 畳 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 走 査 線 ５ ５ に Ｏ Ｎ さ せ る 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が 導 通 し
、 画 素 電 極 ５ ９ に 画 像 信 号 の 電 圧 が 書 き 込 ま れ て 所 望 の 電 位 の 充 電 が 完 了 す る 期 間 が 経 過
し た 後 は 、 そ の 画 素 電 極 ５ ９ に 蓄 積 容 量 ５ ２ を 介 し て 接 続 さ れ た 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 第 ４ 補
償 電 圧 Vehと 第 ５ 補 償 電 圧 Velが 切 り 替 わ っ て 印 加 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 第 ４ 補 償 電 圧
Vehか ら 第 ５ 補 償 電 圧 Velへ 変 化 す る と き の 電 位 差 、 あ る い は 第 ５ 補 償 電 圧 Velか ら 第 ４ 補
償 電 圧 Vehへ 変 化 す る と き の 電 位 差 が 画 素 電 極 ５ ９ の 電 位 に 重 畳 さ れ る 。 ま た 、 同 一 の 走
査 線 ５ ５ に は 、 液 晶 の 交 流 駆 動 の た め に １ フ レ ー ム 毎 に 反 転 す る 画 像 信 号 電 圧 Vsの 極 性 に
同 期 さ せ て 、 第 ４ 補 償 電 圧 Vehと 第 ５ 補 償 電 圧 Velが １ フ レ ー ム 毎 に 入 れ 替 え て 印 加 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 補 償 電 圧 を 画 素 電 極 ５ ９ に 印 加 す る こ と に よ っ て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ の
ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 間 の 寄 生 容 量 ６ ０ に 起 因 す る 電 圧 降 下 を 解 消 し 、 画 素 電 極 電 位 の 突 き 抜
け 電 圧 の 発 生 を 防 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 画 像 信 号 電 圧 Vsの 電 位 中 心 と 対 向 電 極 の 電 位 Vc
omを 同 電 位 に 設 定 し て も 、 フ リ ッ カ ー は 生 じ な く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た よ う に 各 画 素 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ １ が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な
っ た 時 の 各 画 素 の 液 晶 に 印 加 さ れ る 液 晶 印 加 電 圧 Vlcは 、
　 Vlc (+) = Vs - Vcom + [Cst ×  (Veh - Vel) - Cgd ×  (Vgh - Vgl)] / (Cst + Clc +
 Cgd)
ま た は 、
　 Vlc (-) = Vs - Vcom - [Cst ×  (Veh - Vel) + Cgd ×  (Vgh - Vgl)] / (Cst + Clc +
 Cgd)
で 算 出 さ れ る 。 こ こ で 、 Vlc(+)と Vlc(-)の 実 効 値 が 等 し く な る よ う に 、 第 ４ 補 償 電 圧 Veh
と 第 ５ 補 償 電 圧 Velを 設 定 す る こ と で 、 液 晶 を 交 流 駆 動 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ １ は 、 容 量 結 合 駆 動 方 式 で の 補 償 電 圧 に よ る 画 素 電 極 電 位 の シ フ ト の 様 子 を 示 す 図
で あ る 。 図 １ １ の 右 側 に 示 す よ う に 、 正 極 性 の 画 素 電 極 ５ ９ に 対 し て は 正 の 補 償 電 圧 を 印
加 し 、 負 極 性 の 画 素 電 極 ５ ９ に 対 し て は 負 の 補 償 電 圧 を 印 加 す る 。 こ の よ う に 画 素 電 極 ５
９ の 電 位 に 補 償 電 圧 を 重 畳 す る こ と で 、 図 １ １ の 左 側 に 示 す よ う に 、 正 の 画 素 電 極 電 位 に
つ い て は 正 側 で 、 負 の 画 素 電 極 電 位 に つ い て は 負 側 で そ れ ぞ れ 電 位 が 増 大 す る よ う に シ フ
ト さ せ る 。 こ れ に よ り 、 対 向 電 極 の 電 位 が 一 定 で も 、 低 振 幅 の 画 像 信 号 で 液 晶 を 交 流 駆 動
で き る と い っ た 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 容 量 結 合 駆 動 方 式 で は 、 表 示 画 像 が 変 化 し た 場 合 、 液 晶 材 料 の 誘 電 率 異 方 性 に 起
因 す る 容 量 結 合 電 圧 の 動 的 挙 動 に よ っ て 、 そ の 変 化 を 増 幅 す る 方 向 へ 自 動 的 に オ ー バ ー ド
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ラ イ ブ 電 圧 が 画 素 電 極 ５ ９ に 印 加 さ れ 、 液 晶 の 高 速 応 答 駆 動 を 実 現 で き 、 液 晶 表 示 装 置 の
動 画 視 認 性 を 向 上 で き る と い っ た 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 で は 半 導 体 プ ロ セ ス 技 術 の 進 展 に 伴 い 、 画 素 を 駆 動 す る ス イ ッ チ ン グ 素
子 を 形 成 す る 同 一 の プ ロ セ ス を 用 い て 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 を 同 一 ガ ラ ス 基 板 上 に 形
成 す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 を 同 一 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 す る 場 合 、 例 え ば ｐ チ ャ ネ ル ト ラ ン
ジ ス タ の み で 回 路 を 構 成 す る 場 合 に お い て 、 図 １ ０ で 説 明 し た 容 量 結 合 駆 動 を 実 現 す る た
め の 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 ６ １ に つ い て は 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う な 構 成 を と っ て い た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ａ は 、 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 補 償 電 圧 Vehを 供 給 し 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ｂ
は 、 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 補 償 電 圧 Velを 供 給 す る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ａ と ト ラ ン ジ ス
タ ７ １ ｂ の ド レ イ ン 電 極 と は 、 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 ６ １ の 出 力 端 子 ７ ３ に 接 続 さ れ 、 出 力
端 子 ７ ３ か ら 各 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 各 蓄 積 容 量 線 ６ ２ は 、 補 償 電 圧 Vehと 補 償 電 圧 Velの ど ち ら か 一 方 が 選 択 的 に 与 え ら れ る
た め 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ａ の ゲ ー ト 電 極 と ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ｂ の ゲ ー ト 電 極 に は 、 そ れ ぞ
れ 極 性 が 反 転 し た 同 位 相 の 信 号 が 入 力 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ２ の 例 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ｃ と ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ｄ に よ り 負 荷 Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー
タ を 構 成 し て お り 、 そ の イ ン バ ー タ 出 力 を ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ａ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 し て い
る 。 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 ６ １ の 入 力 端 子 ７ ２ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 が 、 High電 位 の 時 に
は 蓄 積 容 量 線 ６ ２ に 補 償 電 圧 Vehが 与 え ら れ 、 Low電 位 の 時 に は 補 償 電 圧 Velが 与 え ら れ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し か し な が ら 、 液 晶 表 示 装 置 を 大 画 面 化 す る と 蓄 積 容 量 線 の 負 荷 容 量 が 大 き く な り 、 従
来 の 駆 動 回 路 そ の ま ま で は 出 力 波 形 の 鈍 り が 大 き く な り 、 回 路 の 応 答 が 遅 く な る 。 ま た 、
液 晶 表 示 装 置 の 表 示 容 量 が 増 え る と 走 査 線 の 本 数 が 多 く な る と 同 時 に 蓄 積 容 量 線 ６ ２ の 本
数 も 多 く な り 、 走 査 線 お よ び 蓄 積 容 量 線 を Ｏ Ｎ さ せ る 走 査 時 間 が 短 く な り 、 従 来 の 駆 動 回
路 そ の ま ま で は 出 力 波 形 の 鈍 り に 対 し て 、 走 査 期 間 が 短 く 、 十 分 な 駆 動 が 行 え な い と い う
課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 特 に 、 前 記 課 題 は 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す 補 償 電 圧 Vcsの 波 形 の 立 ち 下 が り 時 間 に お い て 顕
著 で あ る 。 容 量 結 合 駆 動 に お い て 、 画 素 電 極 ５ ９ に 対 し 十 分 な 補 償 電 圧 を 重 畳 す る た め に
は 、 補 償 電 圧 Velを 十 分 に 低 い 電 圧 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 し か し な が ら 、 補 償 電 圧 Velが 回 路 の 論 理 動 作 の Lowレ ベ ル に 近 い よ う な 低 い 電 位 で あ る
場 合 に は 、 ｐ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ で あ る 出 力 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ｂ の オ ン 抵 抗 が 十 分 な 低
抵 抗 に な ら な い た め に 、 出 力 で あ る 補 償 電 圧 波 形 に 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う な 時 定 数 的 な 波
形 な ま り を 引 き 起 こ し て し ま う 。 こ の 波 形 な ま り が 大 き い 場 合 に は 、 走 査 期 間 内 に 蓄 積 容
量 線 ６ ２ の 電 圧 を 補 償 電 圧 Velま で 下 げ る こ と が で き ず 、 十 分 な 補 償 電 圧 が 画 素 電 極 ５ ９
に 対 し 重 畳 さ れ な い た め に 、 階 調 ず れ や フ リ ッ カ ー な ど の 表 示 異 常 を 引 き 起 こ し て し ま う
恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 出 力 波 形 の 立 ち 下 が り 応 答 を 改 善 す る た め に 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ｂ の Ｗ サ イ
ズ を 大 き く 設 計 し 、 Ｏ Ｎ 時 の 抵 抗 値 を 低 く す る な ど の 対 応 が 行 わ れ て い る が 、 蓄 積 容 量 線
６ ２ の 各 段 ご と に 大 き な サ イ ズ の ト ラ ン ジ ス タ を 配 置 し な け れ ば な ら ず 、 ア レ イ 基 板 上 の
レ イ ア ウ ト 密 度 を 高 め て し ま い 、 液 晶 表 示 装 置 の 額 縁 を 大 き く し な け れ ば な ら な い と い う
問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 １ ２ の よ う な 従 来 の 回 路 構 成 で は 、 補 償 電 圧 Vehが 出 力 さ れ た と き に 負 荷 Ｍ Ｏ
Ｓ イ ン バ ー タ に 電 流 が 流 れ る た め 、 消 費 電 力 を 増 大 さ せ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 イ
ン バ ー タ を 用 い な い 構 成 で 低 消 費 電 力 を 実 現 す る 場 合 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ １ ａ と ト ラ ン
ジ ス タ ７ １ ｂ の ゲ ー ト 電 極 に 反 転 と 非 反 転 の 二 つ の 同 位 相 の 信 号 を 入 力 す る 必 要 が あ り 、
信 号 本 数 が 増 加 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 す る ト ラ ン ジ ス タ の 能 力 が 不 足 し 、 駆 動 す べ き 蓄 積 容 量 線 ６
２ の 負 荷 容 量 の 充 放 電 に 対 応 で き な い 場 合 に は 、 よ り 駆 動 能 力 の 高 い 単 結 晶 シ リ コ ン 上 に
形 成 さ れ た Ｉ Ｃ を ガ ラ ス 基 板 の 外 側 に 実 装 し な け れ ば な ら ず 、 部 材 費 用 や 実 装 に 関 わ る コ
ス ト の 増 大 を 招 く こ と と な っ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ４ － ８ ８ ４ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 蓄 積 容 量 線 に 対 し 所 望 の 補 償 電 圧 を
高 速 に 印 加 す る こ と が 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で あ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の 信
号 線 と 複 数 の 走 査 線 の 各 交 差 部 に お け る 画 素 毎 に 設 け ら れ た 画 素 駆 動 用 の ス イ ッ チ ン グ 素
子 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 お よ び 蓄 積 容 量 と 、 各 走 査 線 に 対 応 し
て 設 け ら れ 、 前 記 画 素 電 極 に 前 記 蓄 積 容 量 を 介 し て 接 続 さ れ る 蓄 積 容 量 線 と 、 前 記 蓄 積 容
量 線 に 補 償 電 圧 を 印 加 す る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 蓄
積 容 量 線 駆 動 回 路 は 、 ド レ イ ン 電 極 お よ び ゲ ー ト 電 極 が 補 償 電 圧 源 に 接 続 さ れ る 第 １ の ト
ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 が ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン
電 極 が 前 記 補 償 電 圧 源 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 が 前 記 蓄 積 容 量 線 に 接 続 さ れ る 第 ２ の ト ラ
ン ジ ス タ と を 有 し 、 前 記 蓄 積 容 量 線 が 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 容 量 を 介 し
て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 大 画 面 化 や 表 示 容 量 が 増 加 し た 場 合 に お い て も 、 蓄 積 容 量 線 に 対 し 所 望
の 補 償 電 圧 を 高 速 に 印 加 す る こ と を 可 能 に す る こ と に よ っ て 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 駆 動 能
力 を 改 善 す る こ と が で き 、 ま た 、 低 消 費 電 力 、 狭 額 縁 、 か つ 安 価 で 高 品 位 の 液 晶 表 示 装 置
を 実 現 す る こ と が で き る と い う 有 効 な 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
≪ 第 １ の 実 施 形 態 ≫
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 形 態 は 、 図
１ ０ で 示 さ れ て い る 正 極 性 の 第 ４ 補 償 電 圧 Vehと 負 極 性 の 第 ５ 補 償 電 圧 Velを 蓄 積 容 量 線 に
印 加 す る 形 態 の 容 量 結 合 駆 動 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 が 備 え る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ａ の 構 成 を 図 １ に
示 す 。 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ａ は 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 容 量 ３ と を 有 し 、 後
述 す る 蓄 積 容 量 線 １ ４ に 対 し て 正 極 性 の 第 ４ 補 償 電 圧 Vehと 負 極 性 の 第 ５ 補 償 電 圧 Velと を
切 り 替 え て 印 加 す る 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ の ド レ イ ン 電 極 と ゲ ー ト 電 極 、 お よ び ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ド レ イ ン 電
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極 に は 第 ５ 補 償 電 圧 Velが 印 加 さ れ る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ の ソ ー ス 電 極 は 、 ト ラ ン
ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 と 容 量 ３ の 一 方 の 電 極 と に 接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ が Ｏ Ｎ さ
れ た 場 合 は 、 第 ５ 補 償 電 圧 Velが ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 と 容 量 ３ に 印 加 さ れ る 。
ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ソ ー ス 電 極 は 出 力 端 子 ６ に 接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ が Ｏ Ｎ
さ れ た 場 合 は 、 第 ５ 補 償 電 圧 Velが 出 力 端 子 ６ に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｃ の ド レ イ ン 電 極 に は 第 ４ 補 償 電 圧 Vehが 印 加 さ れ る 。 ま た 、 ト
ラ ン ジ ス タ ２ ｃ の ゲ ー ト 電 極 は 入 力 端 子 ５ に 、 ソ ー ス 電 極 は 出 力 端 子 ６ に そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｃ が Ｏ Ｎ さ れ た 場 合 は 、 第 ４ 補 償 電 圧 Vehが 出 力 端 子 ６ に 印 加 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 容 量 ３ は 、 出 力 端 子 ６ と ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ た 容 量
で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ソ ー ス 電 極 と ゲ ー ト 電 極 を 、 層 間 絶 縁 膜 を 挟 ん で 交 差 さ せ た
ク ロ ス 容 量 な ど で 容 易 に ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ の ゲ ー ト 電 極 に は 、 そ れ ぞ れ 否 定 回 路 に て 反 転 さ
れ た 信 号 （ 電 圧 ） が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ａ を 備 え た 容 量 結 合 駆 動 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 図 ２
に 示 す 。 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 を 駆 動 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ０ （ ｎ チ ャ ネ ル の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ
ン ジ ス タ ） の ド レ イ ン 端 子 に は 、 蓄 積 容 量 １ １ と 液 晶 層 １ ２ の 一 方 の 画 素 電 極 が 接 続 さ れ
、 液 晶 層 １ ２ の 他 方 の 画 素 電 極 は 共 通 電 極 線 １ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 蓄 積 容 量 １ １ の 他 方 の 端 子 は 、 蓄 積 容 量 線 １ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 蓄 積 容 量 線 駆
動 回 路 １ ａ に よ っ て 、 突 き 抜 け 電 圧 を 補 償 す る た め の 電 圧 パ ル ス （ 補 償 電 圧 ） が 印 加 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ５ は 、 走 査 線 １ ６ に ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ０ を Ｏ Ｎ さ せ る 駆 動 電
圧 を 出 力 し 、 信 号 線 駆 動 回 路 １ ７ は 、 信 号 線 １ ８ に 画 像 信 号 に 応 じ た 電 圧 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ａ の 動 作 に つ い て 、 図 ３ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま ず 、 入 力 端 子 ５ の 電 位 が Lowレ ベ ル 電 位 か ら Highレ ベ ル 電 位 に 変 化 す る 場 合 を 考 え る
。 入 力 端 子 ５ の 電 位 が Lowレ ベ ル 電 位 の 時 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｃ は Ｏ Ｎ し 、 蓄 積 容 量 線 駆 動
回 路 １ の 出 力 端 子 ６ に は 第 ４ 補 償 電 圧 Vehが 出 力 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｃ は 、 ｐ チ ャ ネ
ル パ ス ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 ほ と ん ど 損 失 な く 十 分 な 応 答 速 度 で 蓄 積 容 量 線 １ ４ を 電 位 Ve
hに 充 電 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ は 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 の 電 位 を Vel＋ Vthに 充 電 し
、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。 こ こ で Vthは ト ラ ン ジ ス タ の し き い 値 電 圧 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 入 力 端 子 ５ の 電 位 が Lowレ ベ ル 電 位 か ら Highレ ベ ル 電 位 に 変 化 す る と 、 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ｃ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な り 、 蓄 積 容 量 線 １ ４ の 電 位 は 徐 々 に 第 ５ 補 償 電 圧 Velに 向 か っ
て 放 電 さ れ る 。 容 量 ３ が ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ て い る た め 、 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ａ は カ ッ ト オ フ し 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ の ゲ ー ト 電 極 の 電 位 は Vel＋ Vthか ら （ Vel＋ V
th） － （ Veh－ Vel） に 向 か っ て 下 が り 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ は 十 分 な 負 の バ イ ア ス 電 圧 で Ｏ
Ｎ 状 態 と な る 。 最 終 的 に 出 力 端 子 ６ の 電 圧 レ ベ ル は Velに な る 。 こ の よ う に し て 、 蓄 積 容
量 線 駆 動 回 路 １ の Vel出 力 特 性 が 改 善 さ れ 、 さ ら に 立 ち 下 が り 時 間 特 性 が 改 善 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓄 積 容 量 線 １ ４ に 対 し 所 望 の 補 償 電 圧 を 高 速 に
印 加 す る こ と が で き 、 液 晶 表 示 装 置 の 大 画 面 化 や 表 示 容 量 の 増 加 に も 対 応 で き る 高 品 位 の
液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ａ に 構 成 上 イ ン バ ー タ 回 路 を 用 い て お ら ず 動 作 時 に 貫 通 電
流 経 路 が 発 生 し な い た め 、 信 号 線 本 数 を 増 や す こ と な く 低 消 費 電 力 の 液 晶 表 示 装 置 を 実 現
で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ａ の 駆 動 能 力 を 改 善 で き る こ と か ら 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ サ
イ ズ を 従 来 の も の よ り 小 さ く し て も 、 蓄 積 容 量 線 １ ４ の 駆 動 に 必 要 な 能 力 を 得 る こ と が で
き る た め 、 狭 額 縁 の 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 従 来 は 駆 動 の た め に 単 結 晶 シ リ コ ン で 形 成 さ れ た 外 付 け の 駆 動 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ を 用
い る 必 要 が あ っ た よ う な 負 荷 が 大 き い 大 画 面 の 液 晶 表 示 パ ネ ル に つ い て も 、 駆 動 回 路 を 内
蔵 す る こ と が で き 、 低 コ ス ト か つ 高 性 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ≫
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一
部 分 は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 図 ９ で 示 さ れ る 正 極 性 の 第 １ 補 償 電 圧 Vehと 負 極 性 の 第 ２ 補 償 電 圧 V
elと 中 間 電 位 の 第 ３ 補 償 電 圧 Vecを 蓄 積 容 量 線 に 印 加 す る 形 態 の 容 量 結 合 駆 動 方 式 の 液 晶
表 示 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ｂ の 構 成 を 図 ４ に 示 す 。
蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ｂ は 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ 、 ２ ｅ 、 ２ ｆ 、 容 量 ３
と を 有 し 、 蓄 積 容 量 線 に 印 加 す る 第 １ 補 償 電 圧 Veh、 第 ２ 補 償 電 圧 Vel、 お よ び 第 ３ 補 償 電
圧 Vecの 選 択 切 り 替 え を 行 う 回 路 で あ り 、 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ の ド レ イ ン 電 極 と ゲ ー ト 電 極 、 お よ び ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ド レ イ ン 電
極 に は ト ラ ン ジ ス タ ２ ｄ を 介 し て 第 ２ 補 償 電 圧 Velが 印 加 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ の ソ ー
ス 電 極 は 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 と 容 量 ３ の 一 方 の 電 極 と に 接 続 さ れ る 。 ま た 、
ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ソ ー ス 電 極 、 お よ び ト ラ ン ジ ス タ ２ ｃ の ソ ー ス 電 極 は 、 出 力 端 子 ６ に
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｃ の ド レ イ ン 電 極 に は 第 ３ 補 償 電 圧 Vecが 印 加 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極
は 入 力 端 子 ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｄ は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 に 第 ２ 補 償 電 圧 Velが 印 加 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 に
信 号 FRが 印 加 さ れ る パ ス ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｄ が Ｏ Ｎ さ れ た 場 合 に は 、
第 ２ 補 償 電 圧 Velが ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ の ゲ ー ト 電 極 と ド レ イ ン 電 極 、 お よ び ト ラ ン ジ ス タ
２ ｂ の ド レ イ ン 電 極 に 印 加 さ れ る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｅ は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 に 第 １
補 償 電 圧 Vehが 印 加 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 に 信 号 FRBが 印 加 さ れ る パ ス ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 ト
ラ ン ジ ス タ ２ ｄ が Ｏ Ｎ さ れ た 場 合 に は 、 第 １ 補 償 電 圧 Vehが ト ラ ン ジ ス タ ２ ｆ の ド レ イ ン
電 極 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 信 号 FRと 信 号 FRBは 、 １ フ レ ー ム 毎 に Highレ ベ ル と Lowレ ベ ル が 切 り 替 わ る 信 号 で あ り 、
従 っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｄ お よ び ト ラ ン ジ ス タ ２ ｅ は 、 １ フ レ ー ム 毎 に Ｏ Ｎ と Ｏ Ｆ Ｆ が 交
互 に 切 り 替 わ る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ｆ は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 が ト ラ ン ジ ス タ ２ ｅ の ソ ー ス 電 極 に 接 続
さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 は 入 力 端 子 ５ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は 出 力 端 子 ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 容 量 ３ は 、 出 力 端 子 ６ と ト ラ ン ジ ス タ ２ ｂ の ゲ ー ト 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ た 容 量
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ 、 ２ ｅ 、 ２ ｆ の ゲ ー ト 電 極 に は 、 そ れ ぞ れ
否 定 回 路 に て 反 転 さ れ た 信 号 （ 電 圧 ） が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ｂ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 あ る フ レ ー ム で 、 信 号 FRが Lowレ ベ ル で あ り 、 か つ 信 号 FRBが Highレ ベ ル で あ る 時 、 図 ４
の 回 路 構 成 は 図 １ の 回 路 構 成 と 等 価 で あ り 、 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た の と 同 様 に 蓄 積 容
量 線 駆 動 回 路 の Vel出 力 特 性 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 次 の フ レ ー ム で 、 信 号 FRが Highレ ベ ル に 変 化 し 、 か つ 信 号 FRBが Lowレ ベ ル に 変 化
し た 時 、 入 力 端 子 ５ が Highレ ベ ル の 時 は 第 １ 補 償 電 圧 Vehが 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 １ フ レ ー ム 毎 に 補 償 電 圧 Vehと Velを 交 互 に 蓄 積
容 量 線 に 印 加 す る こ と の で き る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ ｂ を 実 現 す る こ と が で き る 。 従 っ て
、 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 第 ４ 補 償 電 圧 と 第 ５ 補 償 電 圧 の み を 蓄 積 容 量 線 に 印 加 す る 形
態 の 容 量 結 合 駆 動 方 式 を 用 い た 場 合 と 同 等 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 補 償 電 圧 お よ び 第 ２ 補 償 電 圧 を 蓄 積 容 量 線 に 印 加 す る の は 走 査 中 の 走 査 線 に
対 応 す る 蓄 積 容 量 線 の み で よ く 、 補 償 電 圧 用 の シ フ ト レ ジ ス タ の 消 費 電 力 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 な お 、 本 発 明 で は 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 １ に ｐ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た 実 施 形 態 を
説 明 し た が 、 ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も 、 本 発 明 の 実 施 の 効 果 は 同 じ で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 容 量 結 合 駆 動 方 式 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 駆 動 電 圧 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 表 示 素 子 の 電 気 的 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 駆 動 波 形 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 容 量 結 合 駆 動 方 式 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ 補 償 電 圧 、 第 ２ 補 償 電 圧 、 第 ３ 補 償 電 圧 を 蓄 積 容 量 線 に 印 加 す る 形 態 の 容 量
結 合 駆 動 に お け る 、 走 査 線 及 び 蓄 積 容 量 線 に お け る 電 圧 波 形 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ４ 補 償 電 圧 、 第 ５ 補 償 電 圧 を 蓄 積 容 量 線 に 印 加 す る 形 態 の 容 量 結 合 駆 動 に お
け る 、 走 査 線 及 び 蓄 積 容 量 線 に お け る 電 圧 波 形 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 容 量 結 合 駆 動 方 式 に よ る 画 素 電 極 の 電 位 シ フ ト を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 出 力 電 圧 波 形 な ま り を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 １ ａ 、 ｂ 　 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路
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　 ２ ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 、 ｅ 、 ｆ 　 ト ラ ン ジ ス タ
　 ３ 　 蓄 積 容 量
　 ５ 　 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 入 力 端 子
　 ６ 　 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 出 力 端 子
　 １ １ 　 蓄 積 容 量
　 １ ２ 　 液 晶 層
　 １ ３ 　 共 通 電 極 線
　 １ ４ 　 蓄 積 容 量 線
　 １ ５ 　 走 査 線 駆 動 回 路
　 １ ６ 　 走 査 線
　 １ ７ 　 信 号 線 駆 動 回 路
　 １ ８ 　 信 号 線
　 ５ １ 　 ス イ ッ チ ン グ 素 子
　 ５ ２ 　 蓄 積 容 量
　 ５ ３ 　 液 晶 層
　 ５ ４ 　 信 号 線
　 ５ ５ 　 走 査 線
　 ５ ６ 　 共 通 電 極 線
　 ５ ７ 　 走 査 線 駆 動 回 路
　 ５ ８ 　 信 号 線 駆 動 回 路
　 ５ ９ 　 画 素 電 極
　 ６ ０ 　 ゲ ー ト － ド レ イ ン 間 寄 生 容 量 Cgd
　 ６ １ 　 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路
　 ７ １ ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 　 ト ラ ン ジ ス タ
　 ７ ２ 　 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 入 力 端 子
　 ７ ３ 　 蓄 積 容 量 線 駆 動 回 路 の 出 力 端 子
　 Ａ 　 走 査 信 号 Vg
　 Ｂ 　 画 像 信 号 Vs
　 Ｃ 　 画 素 電 極 電 位
　 Ｄ 　 突 き 抜 け 電 圧 Δ Ｖ
　 Ｅ 　 画 素 信 号 の 中 心 値 Vsigc
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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将补偿电压Vel施加到其漏极，将补偿电压反相并施加到其栅极，并且将
补偿电压Vel施加到其漏极。 之后，将晶体管2a的源极的输出电压反转
并施加到其栅极，设置在晶体管2b的栅极和源极之间的电容器3，并且施
加并输入补偿电压Veh。 晶体管2c用于根​​据控制信号控制施加到辅助电
容线的补偿电压的输出。 [选型图]图1
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